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②（①の裏） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

「おい！おまえたち、王様の命令だ。さらっていくからな！」 

＜ほら、やっぱりね。＞ 

「わぁっ！かえるだ。かくれなきゃ！」 

「あ、あれは…」 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



② 

 

 



③（②の裏） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

「ジャーン!!」 

「さらって いくからな。」 

「キャー、かくれろー！」 

＜でたね、デカガエル。＞ 

＜５ポイ、１ポイだね。＞ 
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④（③の裏） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

「５ポイ、１ポイ パック―ン！」 

＜カエルのベロ、すげー！＞ 
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➄（④の裏） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

「ふぁばよ。」 

「あばよっ!!」 

＜あ～ぁ、つれていかれちゃうねー。＞ 

「の、のこっているのは？」 
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⑥（➄の裏） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜おうさまは たのしそうだけど、くるるんたちは かえりたいんだねー。＞ 

＜５ポイ、１ポイだから、１くいるるんしか のこってないの、かわいそうだねぇ。＞ 

＜はやく カエルで やりたいやりたい！＞ 

じゃあ やろうね。デカチビ出動の 問題は、どういうのがあるかな？ 

 

＊ブロックを手に取って、考え、王様劇場をやりながら、考えます。教具を動かすことで、

考えることが可能になります。 
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①（⑥の裏） 
 

 

 

 

 

 

 

 

＜青色＞は子どもの反応の例 
 

＜「７－６」だって。＞ 

今日のお話は、これ。だれか日本語に翻訳してくれないかなぁ。 

＜いいよ。あのね、ごろろんと２くるるんが あそんでいたら、カエルが６ぴき  

きたおはなし。＞ 

＜だからさ、カエル ４ひきしか いないよ。＞＊カエルは教具箱に４ひきしかいない。 

 

＜あっ、そうだった。あのでっかいやつと、チビガエルが１ぴきだ。＞ 

 

 

この紙芝居は、子どもたちと一緒に、あなたが紡いでいくもので

す。一緒に絵を見て、子どもたちからお話を引き出していってくださ

い。 友だちや先生と一緒に絵を読み解き、自由に発言したり友だ

ちの気付きに共感したりしながら、楽しんでいってほしいと願ってい

ます。 

ト書きを読んでもらってもいいのですが、読むというよりは、目の

前の子どもたちに語りかけるようにやってみてくださいね。 


